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不具合事例  整理番号 T-06-002   

タイトル 想定よりも土量が増えて発注者とのトラブル発生！ 

工種  調 査    対 策 フェーズ   計 画    作業中 

対象汚染物質 第一種特定有害物質、第二種特定有害物質、第三種特定有害物質 

土地履歴    宅地    工場跡地    特定有害物質使用工場    その他 

説明図 「発注者への説明は充分に！」 

  

 

作業内容 掘削除去における土量算定 

使用機器 掘削機械（バックホウ等） 

不具合事項 

・自主調査の結果は G.L－1m、－2m が基準不適合、G.L－3m、－4m が適合であった。受注者は底面管理を前提として、
対策深度を中点法で G.L－2.5m と設定して土量を算定した。しかし底面管理の結果が基準不適合であったため、余掘
りが発生し、G.L－3m まで掘削しなければならなくなったため、想定よりも土量が増えてしまい、土留め計画の見直
し、処理費用の増加などが発生し発注者との間でトラブルになった。 

予防措置（計画者・監督者・作業員） 

・底面管理を前提とした中点法では、掘削土量が増加する可能性がある点を、発注者にあらかじめよく説明し、納得し

てもらう。（計画者・監督者） 

・調査において中間深度でもコアをサンプリングし、掘削深度を設定することによって底面管理を不要とする。（計画
者・監督者） 

応急措置 

・設計数量との差異が明らかになった時点で速やかに発注者に報告しなければならない。 

その他、留意事項 

・計画者は掘削深度の考え方については発注者によく説明をし、合意を得た上で設定をすべきである。できるだけ底面
管理を伴なう中点法は避け、計画時に掘削深度を確定した方が望ましい。 

・汚染が確認された深度から連続する 2以上の深度で汚染が認められなかった場合、最初に汚染が認められなかった深
度までを汚染の深さとする。汚染の深さを設定した後、汚染が認められた深度と最初に汚染が認められなかった深度
との間において汚染の深さを絞り込むことは可能とする。1) 

関連法規等､出典 1)土壌汚染対策法に基づく調査及び措置に関するガイドライン改訂版 p.260-264 

キーワード 土量算定、中点法、底面管理 

発生頻度  多    中    少 重大性  致命的   重 大   軽 微
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KY シート  整理番号 T-06-002  平成     年     月     日     曜日

タイトル 想定よりも土量が増えて発注者とのトラブル発生！ 

説明図 「発注者への説明は充分に！！」 

  

 

作業内容 掘削除去における土量算定 

指示事項 

・底面、側面に異状があればすぐ報告すること。 

 【その他、留意事項】汚染が確認された深度から連続する 2以上の深度で汚染が認められなかった場合、最初に汚染

が認められなかった深度までを汚染の深さとする。汚染の深さを設定した後、汚染が認められた深度と最初に汚染が

認められなかった深度との間において汚染の深さを絞り込むことは可能とする。 

どんな不具合が起こりうるか？ 

      

だから私たちはこうします 

      

本日の重点施策       ヨシ!! 

サイン       
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